
 

平成 30 年(2018 年)12 月 27 日 

 

豊中市長 

 長内 繁樹 様 

 

豊中市総合計画審議会 

 会長  加藤 晃規  

 

 

第４次豊中市総合計画前期基本計画行政評価指針（素案）について（答申） 

 

平成 30 年(2018 年)9 月 27 日に本審議会に諮問された、第４次豊中市総合計

画前期基本計画行政評価指針（素案）について、審議結果を別紙のとおり答申

します。 
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行政評価指針（素案）について 
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Ⅰ． 答申にあたって 

 

 

豊中市は、少子高齢化の進行やライフスタイルの多様化など、社会環境の変

化に伴う様々な行政課題に対応するため、第 4次豊中市総合計画基本構想にま

ちの将来像「みらい創造都市 とよなか～明日がもっと楽しみなまち～」を掲

げ、第 4次豊中市総合計画前期基本計画（以下「前期基本計画」という。)の施

策の推進に取り組まれています。 

 

豊中市では、第 4次豊中市総合計画にあわせた行政評価の見直しを進めてお

り、当審議会では、平成 30 年(2018 年)9 月 27 日に、長内市長から当審議会に

対し、「第 4次豊中市総合計画前期基本計画行政評価指針（素案）」（以下「行政

評価指針（素案）」という。）の諮問を受けました。 

 

審議会では、限られた時間の中、「行政評価指針（素案）」について、「行政評

価の考え方」や「審議会の役割」を集中的かつ精力的に審議を行い、意見を取

りまとめました。 

 

行政評価指針の策定にあたっては、当審議会の意見を十分に踏まえ検討して

いただくことをお願いするものであります。 

 

 

 
 

 平成 30 年(2018 年) 12 月 27 日 

豊中市総合計画審議会 

  会長 加藤 晃規



 

2 

Ⅱ． 第4次豊中市総合計画前期基本計画 

行政評価指針（素案）への意見 

 

 前期基本計画は、第3次豊中市総合計画後期基本計画の66施策から17施策にま

とめ直されています。 

当審議会では、行政評価指針（素案）の内容が17施策に対応したものになっ

ているか、評価結果が活用される制度になっているかという視点で調査審議を

行いました。 

その内容について、行政評価指針（素案）の項目ごとに審議し、意見のあっ

た項目ごとに取りまとめましたので、以下のとおり申し述べます。 

 

 

◆３．行政評価制度の構成 

（１）行政評価制度の基本的な枠組み 

１ 事務事業評価と政策評価を連携させる工夫が必要である。 

 

（２）政策評価 

１ 

結果の活用について、総合計画と整合性を図るため、「次年度以降の展開

へとつなげる」ではなく、「次年度以降の施策の方向性へとつなげる」と

記載する必要がある。 

２ 
それぞれの事業がどれだけ「施策の方向性」を進めるために効果がある

かという観点で評価することが重要である。 

３ 

評価の考え方として、低い評価も行政課題を明確にするために大切であ

り、その行政課題を解決するために、今後どう取り組むかを示すことが

重要である。 

４ 
毎年の評価にあたっては、目標年度に対して、当年度の取組みを具体的

に記載する必要がある。 

５ リーディングプロジェクトについて、評価していく必要がある。 
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◆４．政策評価における総合計画審議会の役割 

１ 分野を横断的・俯瞰的な視点で、行政の評価結果を検証する。 

２ 
俯瞰的な評価を行うため、「施策の方向性」ではなく、17施策のＰＤＣＡ

がまわっているかを検証する。 

 

 

◆５．マネジメントサイクルにおける政策評価の位置付け 

１ 
市長が政策評価結果を政策の進捗を判断する材料として活用していく必

要がある。 
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Ⅲ． 審議経過・審議会委員 

 

 

◆ 審議経過 

回 開催日程 内 容 

第1回 
平成30年(2018年) 

8月9日（木） 

・第4次豊中市総合計画前期基本計画につ 

いて 

・第3次豊中市総合計画後期基本計画の政 

策評価について 

第2回 9月27日（木） 

第4次豊中市総合計画前期基本計画行政評

価指針(素案)について諮問 

・第4次豊中市総合計画前期基本計画行政

評価指針(素案)の審議 

第3回 10月25日（木） 
・第4次豊中市総合計画前期基本計画行政

評価指針(素案)の審議 

第4回 12月14日（金） 

・第4次豊中市総合計画前期基本計画行政

評価指針(素案)の審議 

・答申案について 
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◆ 審議会委員 

 

 区分 名前 所属等 

1 

学識経験者 

大野 まどか 
大阪人間科学大学 

人間科学部 社会福祉学科 教授 

2 ◎ 加藤 晃規 関西学院大学 名誉教授 

3  宗前 清貞 
関西学院大学 

総合政策学部 准教授 

4 濱元 伸彦 
京都造形芸術大学 

芸術教育資格支援センター 准教授 

5 ○ 久 隆浩 
近畿大学 

総合社会学部 教授 

6 水上 英雄 豊中商工会議所 会頭 

7 壬生 裕子 
特定非営利活動法人 

京都地方自治総合研究所 研究員 

8 宮前 千雅子 
関西大学 

人権問題研究室 委嘱研究員 

9 

公募市民 

中塚 新一  

10 山田 浙雄  

11 吉原 諒  

◎会長、○会長職務代理者 

※区分ごとに五十音順、敬称略、役職等は平成30年(2018年)6月1日現在 

 


